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２
６
４
名
が
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

飯
山
市
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
８
月
15
日
、
市
民
会
館
で
飯
山

市
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
、
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
平
成

５
年
、
平
成
６
年
生
ま
れ
の
皆
さ

ん
２
６
４
名
で
、
式
に
は
１
９
４

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は「
夢
を
か
た
ち
に
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
新
成
人
に

送
り
ま
し
た
。「
自
分
が
実
現
し

た
い
夢
を
〝
夢
ノ
ー
ト
〞
に
記
し
、

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
叶
う
夢
が

増
え
る
。新
幹
線
開
業
は
38
年
前
、

飯
山
市
民
の
〝
夢
ノ
ー
ト
〞
に
書

か
れ
た
も
の
。
幾
多
の
困
難
に
負

け
ず
多
く
の
先
人
の
努
力
が
実
り

い
よ
い
よ
開
業
す
る
。
私
は
こ
の

ま
ち
を
『
誇
れ
る
飯
山
市
』
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
新

成
人
の
皆
さ
ん
に
も
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
し
て
ぜ
ひ
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
と
も
に
『
飯
山
市
の
夢
の
実

現
』
を
め
ざ
し
た
い
。」
と
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
の
来
賓
祝
辞
で
は
、

中
学
校
担
任
教
師
を
代
表
し
て

大
日
方
良
彰
先
生
が
生
徒
た
ち
の

成
長
に
目
を
細
め
な
が
ら
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
送
り
ま
し

た
。
ま
た
、
成
人
代
表

と
し
て
金
木
脩
兵
さ

ん
が
「
社
会
と
い
う
大

海
に
胸
を
張
っ
て
船
出

し
た
い
。」
と
力
強
く

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「久しぶりー」の声があちこちで響いた市民会館前

灯
篭
ま
つ
り
は
接
近
し
た
台
風
11
号
の
影
響
で
中
止
に

屋
内
イ
ベ
ン
ト
で
灯
篭
の
灯
り
が
や
さ
し
く
照
ら
す

　
８
月
9
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
「
い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ
り
」

は
台
風
11
号
に
よ
る
強
風
雨
が
心

配
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
福
寿
町
の
飯
山
復
活

教
会
で
は
文
化
学
園
大
学
４
年

生
制
作
に
よ
る
創
作
灯
篭
展
示
が

行
わ
れ
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が
来

場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
宕
町
の

妙
専
寺
で
は
癒
し
の
演
奏
・
灯
篭

と
花
の
演
出
が
行
わ
れ
、
雨
で
涼

や
か
に
な
っ
た
夏
の
夜
に
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
響
き
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
、
北
陸
新
幹
線
飯

山
駅
開
業
２
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
と
は
建
物
な
ど
立
体
物
の
表
面

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
像
を
投

影
す
る
手
法
の
こ
と
で
、
今
回
、

２
０
０
日
後
の
開
業
を
控
え
る
新

幹
線
飯
山
駅
舎
を
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
像
が
投
影
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様

と
な
り
ま
し
た
が
国
内
最
大
級
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を

一
目
見
よ
う
と
会
場
の
新
幹
線
飯

山
駅
前
に
は
１
万
２
千
人
も
の
お

客
さ
ま
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

投
影
さ
れ
た
映
像
を
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
使
っ
て
発

信
し
て
い
た
だ
き
、
飯
山
を
Ｐ
Ｒ

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
も
あ

り
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
片

手
に
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
大
迫

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
２
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た

力
の
映
像
と
音
の
演
出
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
来
場
し
て
い
た
25

歳
、
18
歳
の
姉
妹
は
「
こ
ん
な
大

規
模
な
設
営
で
驚
い
た
。
映
し
出

さ
れ
た
迫
力
あ
る
映
像
に
も
満
足

し
た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
支
え
た
小
中
学
生
の
ス
ク
リ
ー
ン
作
り

　

駅
舎
は
ガ
ラ
ス
が
多
用
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
ま
ま
だ
と
映
像
投
影

に
支
障
が
出
る
た
め
、
ガ
ラ
ス
面

は
未
印
刷
の
新
聞
紙
３
０
０
０
枚

で
覆
い
ま
し
た
。

　
こ
の
新
聞
紙
の
張
り
合
わ
せ
作

業
が
8
月
2
日
、
3
日
、
新
幹

線
駅
都
市
施
設
内
で
行
わ
れ
、
市

内
の
小
中
学
生
約
90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
地
道
な
作
業
で
し

た
が
、
華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
の
成

功
を
目
指
し
協
力
し
合
い
な
が
ら

作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
動
画
サ
イ
ト
に
50
件
近
く
の
投

稿
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
媒
体
を
利
用
し
て
多
く
の
皆

さ
ん
に
情
報
発
信
し
て
い
た
だ
き

「
新
幹
線
飯
山
駅
」
を
広
く
世
界

中
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

8月2日、張り合わせ作業をする小学生

大
輪
の
花
が
２
つ
の
中
央
橋
を
照
ら
す

千
曲
川
納
涼
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
８
月
14
日
、
千
曲
川
納
涼
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
４
万
人
の

お
客
さ
ま
が
千
曲
川
の
上
に
次
々

に
打
ち
上
が
る
大
き
な
花
火
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
前
に
は
恒
例
と
な
っ

た
飯
山
仏
壇
事
業
協
同
組
合
主

催
の
仏
壇
供
養
祭
、
灯
篭
流
し
や

鬼
島
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
な
ど

が
行
わ
れ
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
打
ち
あ
が
っ
た
花
火
は

約
２
０
０
０
発
。
お
盆
で
帰
省
し

た
家
族
と
観
覧
す
る
人
々
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

夏いいやまの

飯山仏壇をモチーフに

花火

アルクマが飯山駅開業のPR

オルゴール

飯山の四季（冬）

音楽に合わせたカラフルなレベルメーター

成人式の関連記事は 29㌻にも掲載しています。
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―
8
月
23
日
、
午
前
6
時
49
分　

新
潟
県
中
越
沖
で
強
い
地
震
が
発
生
、
飯
山
市
で
は
「
震
度
6
強
」
を
観
測
―

　

8
月
23
日
、
外
様
地
区
で
開

催
さ
れ
た
平
成
26
年
度
飯
山
市

総
合
防
災
訓
練
は
、
午
前
6
時

49
分
、
新
潟
県
中
越
沖
を
震
源

と
し
た
大
規
模
地
震
が
発
生
。
市

役
所
で
は
震
度
6
強
を
観
測
。
外

様
地
区
に
被
害
が
集
中
し
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
も
原
子

力
事
故
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
、
よ
り
実
践
に
近
い

訓
練
形
式
を
採
用
し
た
防
災
訓

練
は
今
年
も
関
係
機
関
だ
け
の
参

加
で
は
な
く
、
総
勢
１
０
０
数
名

の
外
様
地
区
住
民
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
市
の
地

域
防
災
計
画
に
原
子
力
災
害
編

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
岡

山
地
区
藤
沢
区
、
西
大
滝
区
で
は

地震発生の想定により公会堂に自主避難
する顔戸区の皆さん

外
様
地
区
・
荻
原
区
長
会
長

　
こ
う
い
っ
た
訓
練
は
や
り
過
ぎ

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
有
事
の
際

に
慌
て
な
い
た
め
に
も
、
小
規
模

で
も
集
落
ご
と
に
年
に
何
回
か
訓

練
で
き
れ
ば
と
思
う
。

顔
戸
・
小
林
区
長

　

戸
惑
っ
た
点
も
多
か
っ
た
が
区

民
が
ま
と
ま
っ
て
行
動
し
て
く
れ

た
。
実
際
の
災
害
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
が
集
落

の
ま
と
ま
り
を
活
か
し
た
い
。

法
寺
・
40
代
男
性

　

避
難
の
際
、
高
齢
の
方
は
歩
く

の
が
遅
く
列
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
部
分
に
若
い
人

が
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
れ
た
の
で
良
か
っ
た
。

藤
沢
・
月
岡
区
長

　
屋
内
退
避
や
要
配
慮
者
の
避

難
な
ど
ま
だ
ま
だ
曖
昧
に
な
っ
て

い
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を

機
に
徹
底
で
き
る
部
分
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
。
原
子
力
事
故
の
避

難
を
想
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
な
ど
も
市
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。
全
く
見
え
な
か
っ
た
も
の
が

こ
の
訓
練
に
よ
り
少
し
見
え
た
こ

と
が
収
穫
だ
っ
た
。

西
大
滝
・
4
歳
、
１
歳
の
お
子
さ

ん
と
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん

　

原
子
力
事
故
が
起
こ
っ
た
時
に

ど
う
動
け
ば
い
い
の
か
こ
の
訓
練

で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
毎
年
こ
う
い
っ
た
訓
練
が
行

わ
れ
る
と
良
い
と
思
う
。

原
子
力
事
故
に
よ
る
屋
内
退
避
や

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
区
民
が
参
加
し
、
実
際
に
起
こ

り
得
る
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

外
様
地
区
で
は
地
震
発
生
直

後
か
ら
続
々
と
各
区
の
公
会
堂
へ

避
難
し
て
き
た
区
民
が
集
ま
り
、

避
難
者
名
簿
の
作
成
が
行
わ
れ
、

避
難
指
示
を
受
け
、
避
難
所
で
あ

る
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
集
団
で
移

動
し
ま
し
た
。
住
民
を
先
導
し
た

各
区
の
区
長
さ
ん
は
、
本
番
さ
な

が
ら
の
訓
練
に
、
真
剣
な
面
持
ち

で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

岡
山
地
区
で
は
同
地
震
に
よ
る

柏
崎
刈
羽
原
発
の
原
子
力
事
故

を
想
定
し
住
民
の
皆
さ
ん
が
屋
内

退
避
と
遠
方
へ
の
避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
原
発
事
故
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
、
屋
内
退
避
準
備
か
ら

始
ま
り
、
屋
内
退
避
お
よ
び
要
配

慮
者
に
つ
い
て
は
避
難
行
動
に
時

間
を
要
す
る
た
め
、
避
難
を
始
め

る
な
ど
避
難
ま
で
の
順
序
を
確
認

す
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

訓
練
の
終
了
式
で
足
立
市
長
は

「
広
島
で
起
き
た
豪
雨
災
害
な
ど

近
年
、
災
害
は
頻
発
し
て
起
こ
っ

て
い
る
。
自
分
や
周
り
の
人
々
の

命
を
守
る
た
め
自
助
、
共
助
、
公

助
の
３
つ
の
〝
助
〞
の
連
携
が
必

要
。
今
日
の
訓
練
を
有
効
に
活
か

し
て
い
た
だ
き
安
心
、
安
全
を
保

つ
た
め
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
さ
れ
た
方
の
声

体育館には避難生活
用の間仕切りが設置
されました

日赤奉仕団による炊き出し訓練

油火災訓練では油鍋に水をかけた瞬間に火
柱が上がり、油火災の恐怖を体感しました

岳北消防本部救助隊の指導のもと行われ
た倒壊家屋からの救助・救出訓練

飯山市議会議員
一般選挙関係の
日程について

飯
山
市
長
に
足
立
正
則
氏
が
再
選

飯
山
市
長
選
挙
の
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
飯
山
市
長
選
挙
が
９
月
7

日
に
執
行
さ
れ
、
同
日
開
票
の
結
果
、
現
職
の

足
立
正
則
市
長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
の
任
期
は
、
平
成
26
年
９
月
15
日

か
ら
４
年
間
で
す
。
投
票
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

区分 有権者数 投票者数 棄権者数 投票率%
男 9,048 6,762 2,286 74.73
女 9,779 7,217 2,562 73.80
計 18,827 13,979 4,848 74.25

投 票 者 数 13,979
投 票 総 数 13,979
有 効 投 票 数 13,923
無 効 投 票 数 56
持帰り・その他 0
開票完了時間 21:58

足立正則  無所属現職

　　　　　　　　得票数 ７５３３票　

江沢岸生  無所属新人

　　　　　　　　得票数 ６３９０票　

9月8日当選証書付与式に臨む足立市長（右は
飯山市選挙管理委員会丸山委員長）

　

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
基

幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
事
業
）
木
島
地
区
の
整
備
が

す
べ
て
完
了
し
、
８
月
18
日
、
施

設
見
学
会
と
竣
工
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
曲
川
右
岸
に
は
、
３
３
５
㌶

の
水
稲
を
主
と
す
る
農
作
物
等
の

豪
雨
時
の
湛
水
被
害
を
防
止
す
る

た
め
木
島
第
１
、
木
島
第
２
、
戸

那
子
の
各
排
水
機
場
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
設
置
さ
れ
て
か
ら
30

数
年
が
経
過
し
た
施
設
は
、
老
朽

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
）
木
島
地
区
の
施
設
見
学
会
と
竣
工
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

化
が
進
み
更
新
の
時
期
を
迎
え
た

た
め
、
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
手
法

（
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
用

い
、
設
置
当
時
の
施
設
能
力
を
回

復
さ
せ
湛
水
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

目
的
で
県
が
主
体
と
な
っ
て
事
業

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
県
に
事
業
要
望
を

行
っ
て
き
た
地
元
の
湛
水
防
除
施

設
整
備
連
絡
協
議
会
（
西
條
豊

致
会
長
）
は
じ
め
県
の
関
係
者
や

足
立
市
長
な
ど
28
名
が
参
加
し
、

木島第1排水機場を見学する参加者の皆さん 原子力災害による避難訓練で西大滝ダム桜
広場に集まる西大滝区の皆さん

　

市
と
長
電
バ
ス
㈱
は
8
月
26

日
「
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に
伴

う
新
規
バ
ス
路
線
の
運
行
」
計
画

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を
間
近

に
控
え
、
飯
山
駅
か
ら
信
越
自
然

郷
観
光
地
を
結
ぶ
新
た
な
４
路
線

が
長
電
バ
ス
㈱
の
湯
本
卓
邦
社
長

か
ら
発
表
さ
ま
し
た
。
湯
本
社
長

は
「
い
よ
い
よ
新
幹
線
が
飯
山
に

入
っ
て
く
る
。
駅
で
お
迎
え
し
た

お
客
さ
ま
を
観
光
地
ま
で
ど
の
よ

う
に
送
る
か
を
検
討
し
、
新
た
な

路
線
を
計
画
し
た
。」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
て
運
行

が
開
始
と
な
る
４
路
線

・（
仮
称
）
急
行
志
賀
高
原
線

飯
山
駅
―
上
林
温
泉
―
志
賀
高

原

・（
仮
称
）
急
行
北
志
賀
高
原
線

飯
山
駅
―
北
志
賀
高
原

・（
仮
称
）
急
行
斑
尾
高
原
線

飯
山
駅
―
斑
尾
高
原
―
タ
ン
グ
ラ

ム
斑
尾

・（
仮
称
）
急
行
斑
尾
妙
高
線

飯
山
駅
―
斑
尾
高
原
―
タ
ン
グ
ラ

ム
斑
尾
―
妙
高
高
原

　
ま
た
、
11
月
9
日
の
飯
山
線
飯

山
駅
の
新
駅
移
転
後
は
急
行
野

沢
線
、
野
沢
線
、
合
庁
線
、
温
井

線
、
小
境
線
は
新
駅
ロ
ー
タ
リ
ー

の
発
着
に
、
中
野
木
島
線
、
高
速

大
阪
線
の
2
路
線
は
新
幹
線
飯

山
駅
経
由
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

新
幹
線
飯
山
駅
か
ら
の
2
次
交
通
の
確
保
を

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に
伴
う
新
規
バ
ス
路
線
の
運
行
を
発
表

改
修
さ
れ
た
各
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。

　飯山市議会議員の任期が、平成 26 年
12 月 11 日で満了となります。
　立候補に伴う日程等は、次のとおり
です。
　なお、飯山市議会議員一般選挙につ
いては詳しくは、市報 10 月号でお知ら
せいたします。

■立候補手続き等説明会
　10月 24日（金）
　13：30～ 15：30（会場：飯山市役所）

■届出書類等事前審査
　10月 30日（木）および 31日（金）
　（会場：飯山市役所）

平
成
26
年
度
飯
山
市
総
合
防
災
訓
練

当選
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10月 18日（土）
往年の名車100台が飯山市内を走ります
　このイベントは、往年の名車 100台以上が４日間
の行程で日本各地を巡る自動車競技で、10月 18日
（土）には飯山市の市営飯山シャンツェに立ち寄りま
す。
　有名芸能人や元 F1ドライバーも参加するこのイベ
ントに皆さんの熱い声援をお願いします。

10/18（土）近隣通過時刻予定

La Festa Mille Miglia 2014

タングラム斑尾（10:25 ～
11:25）→飯山市営飯山シャ
ンツェ（10:40 ～ 11:40）→
やまびこの丘公園（11:05 ～
12:45）→山ノ内町

コース等詳しくは随時飯山市ホームページに掲載する予定です。

9
月
28
日
㈰ 

第
2
回
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
!!

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
3
５
３・３
５
４

2014  いいやま花フェスタ

市民の皆さんが持ち寄った、花木を用いた「創作寄せ植え」「ハンキング」「コケ玉」
作品などを愛宕町会場いっぱいに飾り、来訪者の皆さまをおもてなしいたします。

10　 ／4㊏・5㊐
愛宕町雁木通り

歩行者天国4日 10:00 ～ 5日 15:30

【イベント内容】
 10 月 4日 ㊏
10:00 オープニング 飯山中央幼稚園児による鼓笛パレード
13:00 寄せ植え講習会（講師 アップルガーデン花ちゃん 児玉せつ子）
15:00 雅楽演奏 善光寺大本願雅楽

 10 月 5日 ㊐
9:30 飯山城築城 450周年武者行列
10:45 秋桜音楽祭 ～花と緑の野外コンサート～

・マリンバ演奏：上海亮子、坂東里夏
・声楽：山崎浩
・鼻笛演奏：モスリン

13:30 アレンジフラワー講習会（講師 幸アレンジフラワー主宰 岡村幸子）
15:30 閉会

 いいやま花フェスタ実行委員会（まちづくり課内）☎ 62-3111 内線 243・244 いいやま花フェスタ｜ 検 索

オープンガーデン
　第 18 回「全国花のま
ちづくりコンクール」花
の町づくり大賞 国土交通
大臣賞を受賞した（株）
丸栄産業の丸山彰壽さん
のお庭を今年も特別公開
します。

同時開催

【体験】
伝統工芸体験（金箔・彫金・
彫刻・蒔絵）、とんぼ玉作り体
験、イス・木の実のペンダン
トづくりの木工教室　など
【出店】
鉢植え、山野草、切り花など
の販売、農産物、バナナボード、
笹ずし、団子、から揚げ、た
こ焼き、やきとり　など

体験・出店も
盛りだくさん !!

ー申込は実行委員会までー

～寄せ植え講習会～「秋のお・も・て・な・し」
日　時：10月 4日㊏ 13:00 ～
講　師：アップルガーデン花ちゃん（長野市）
　　　　店長  児玉せつ子 氏
人　数：20名
参加費：2,500 円（花材、土、鉢含む）

～アレンジフラワー講習会～「秋を彩る」
日　時：10月 5日㊐ 13:30 ～
講　師：幸アレンジフラワー（長野市）
　　　　主宰　岡村幸子 氏
人　数：20名
参加費：1,000 円

参加者募集 !!

災害義援金にご協力をお願いします
 保健福祉課 社会福祉係 ☎ 62-3111 内線 188

　異常気象による豪雨や台風などが発生し、全国各地で多く
の方が被災しています。市では下記の義援金について、原則
として市役所、市公民館、各地区活性化センターで受付を行
い、日本赤十字社を通じてそれぞれの被災地へ届けます。
　被災者の方々への温かいご支援をお待ちしております。
　
　○７. ９南木曽町豪雨災害義援金
　　　受付期間　平成 27年３月 31日まで
　○平成26年広島県大雨災害義援金
　　　受付期間　平成 26年 12月 26日まで
　○平成26年徳島県台風11号・12号災害義援金
　　　受付期間　平成 26年 10月 31日まで
　○平成26年８月京都府・兵庫県丹波市豪雨災害義援金
　　　受付期間　平成 26年 10月 31日まで
　
　　詳細は、市のホームページをご覧いただくか、市役所
　保健福祉課社会福祉係までお問い合わせください。

うまいもの市
　会　  場

　

第
２
回
北
陸
新
幹
線
開
業
前
イ
ベ
ン

ト
、
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
２
２
２
２
名
の
ラ
ン
ナ
ー
の

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
料
理
研
究
家
の

土
井
善
晴
さ
ん
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
出
場
の
上
野
眞
奈

美
さ
ん
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
交
通
規
制
等

で
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
今
年
も
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
熱

い
声
援
を
、
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
昨
年
の

大
会
で
は
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
か

ら
「
沿
道
か
ら
の
応
援
が
と
て

も
良
か
っ
た
。」
と
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。）

　

ま
た
、
大
会
の
運
営
に
あ

た
り
、
交
通
安
全
協
会
、
交

通
指
導
員
会
、
地
区
区
長
会
、

高
校
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

うまいもの市
　会　  場

　北陸新幹線飯山駅開業イベント実行委
員会では、北信州ハーフマラソン実行委
員会、信越９市町村広域観光連携会議と
共催で、信越自然郷 9市町村の旬でおい
しい農産物、加工品などを一堂に集めた
「うまいもの市」をハーフマラソンのゴー
ル付近で開催します。
　当日は信越９市町村や観光交流都市な
どから 30 以上のお店が出店します。市
民の皆さまもぜひお立ち寄りいただき、
信越自然郷の味覚をお楽しみください。
　なお、駐車場が限られておりますので、
公共交通機関などでのご来場をお願いい
たします。

同時
開催

信越自然郷
うまいもの市

9/28㊐ 9:00 ～ 13:00 
JR 飯山駅前特設会場

商工観光課 観光係 ☎ 62-3111  内線 212

防災に関するお知らせ
～土砂災害から身を守るために～
① 土砂災害危険箇所を確認しましょう
　土砂災害から身を守るために、お住まいの地域が土砂災
害に関する危険区域の範囲であるかを知ることが重要で
す。飯山市においては、土砂災害防止法に基づき指定され
た土砂災害警戒区域等が 200 カ所ほどあります。
　土砂災害警戒区域等に関しては、市役所危機管理防災課
または、各地区活性化センターで縦覧できます。また、長
野県ホームページ「しんしゅうくらしの防災マップ」でも
確認できます。
URL　 http://www3.pref.nagano.lg.jp/gis/top/

② 防災情報を入手しましょう
　長野県では、土砂災害や大きな洪水に対して、住民の皆
さまへ早期の警戒と迅速な避難を促すため、雨量情報、土
砂災害危険度、水位情報など県内の防災情報を一元化した
「河川砂防情報ステーション」（ホームページ）を運用して

 危機管理防災課 防災消防係 ☎ 62-3111 内線 371

いますので、積極
的に防災情報を
入手しましょう。
　また、大雨警報
や土砂災害警戒
情報などの防災
情報などをメー
ルにより配信し
ていますので、ご
活用ください。
URL【PC版 】　http://www.sabo-nagano.jp/dps/
       【携帯版】　http://www.mobile.sabo-nagano.jp/m/
　これらの情報を積極的に活用し，今月号防災ナビなどを
参考に、災害からかけがえのない生命・身体を守る努力を
お願いいたします。
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「除雪作業にあなたの力を貸してください。

■募集人員　若干名
■勤務内容　市道除雪作業、道路施設等修繕作業
■勤務期間　平成 26年 12月 1日

～平成 27年 3月 31日
■勤務条件　飯山市臨時職員等任用条件による。ただし、
　　　　　　早朝等および休日勤務あり
■勤務場所　除雪対策本部および市内一円
■勤務時間　8:30 ～ 17:15
　　　　　　降雪時は早朝等および休日の超過勤務あり

　市では、平成 26 年度の冬期シーズンにむけて除雪機械
の運転手を募集します。詳しくは道路河川課 維持係までお
問い合わせください。

■応募資格および条件　
　普通、大型特殊および車輌系建設機械の免許を所持し、
2シーズン以上大型除雪機械の運転に従事した者で飯山
市内に住所を有し、65歳未満の自営または個人事業主
および求職中の個人の方に限ります。
■申込方法
　市販の履歴書に自筆で記入の上、10月 20日までに市
役所道路河川課維持係まで提出してください。
■採用試験
　日程および内容等について直接通知します。

市道の除雪機械運転手を募集
　道路河川課 維持係 ☎ 62-3111 内線 273

　平成 26 年 10 月から水道のメーター検針の業務に関わ
る委託員を新たに募集します。募集要項等詳しくは、上下
水道課までお尋ねください。

　□職種および募集人数
　　上下水道検針委託員　１名
　□募集資格
　　市内在住のおおむね 60歳
　　未満の方で自車（バイクまたは自動車）
　　で検針でき、健康で長く勤務できる方
　□委託料金
　　年間 80万円前後（件数による歩合制）
　□応募手続き
　　市販の履歴書に記入の上、市役所上下水道課まで
　　提出または郵送してください。
　□募集締切
　　10月 1日（水）（当日消印有効）

水道検針業務委託員募集
上下水道課 業務係　☎ 62-3111 内線 224

児童手当

　児童手当の支給は、2月・6月・10月に、各支給月の前
月分まで（４カ月分）を指定金融機関口座に振り込みます。
　10 月は、6月から 9月分の手当が支給となりますので、
ご確認をお願いします。

10 月期支給日は、10月 10 日です
子ども課 子育て支援係　☎ 62-3111 内線 364

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
重

度
も
し
く
は
中
度
の
障
が
い
（
身

体
、
知
的
、
精
神
の
各
障
が
い
）

が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
、
在

宅
で
監
護
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　

申
請
に
は
障
が
い
の
状
況
に
応

じ
た
所
定
の
診
断
書
な
ど
添
付
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
子
ど
も
課
子
育
て
支
援

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

該
当
と
な
る
方
は
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
該
当
と
な
る
場
合
】

　

日
本
国
内
に
住
所
（
児
童
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
を

除
く
）
が
あ
り
、
障
が
い
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
の
支
給
対
象
に

な
ら
な
い
方
で
次
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
方
が
該
当
と
な
り
ま
す
。

■
身
体
障
が
い･･･

身
体
障
害

　

者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
お
よ

　

び
４
級
の
一
部
程
度
（
内
部

　

障
が
い
は
、
日
常
生
活
に
著

対
象
と
な
る
方
は
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　

し
い
制
限
が
あ
る
程
度
）

■
知
的
障
が
い･･･

療
育
手
帳

　

Ａ
１
、
Ａ
２
、
Ｂ
１
程
度

■
精
神
障
が
い･･･

前
記
の
身

　

体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
に

　

準
ず
る
程
度
の
も
の
（
日
常

　

生
活
に
著
し
い
制
限
）

【
手
当
の
支
給
額
】

■
１
級　

４
万
９
９
０
０
円

■
２
級　

３
万
３
２
３
０
円

※
前
年
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る

場
合
は
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
。

※
手
当
の
支
給
は
、
申
請
月
の
翌

月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

10
月
か
ら
新
し
い
届
出
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
み
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３・２
４
４

飯
山
市
景
観
計
画

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
と

と
も
に
、
信
越
自
然
郷
に
お
け
る

飯
山
ら
し
い
魅
力
あ
る
景
観
ま

ち
づ
く
り
を
通
じ
、
自
然
と
共
生

す
る
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た

め
、
景
観
法
に
基
づ
き
策
定
し
た

「
飯
山
市
景
観
計
画
」
を
10
月
1

日
か
ら
施
行
し
ま
す
。（
※
）

　

こ
れ
か
ら
は
、「
飯
山
市
景
観

計
画
」
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
、

一
定
規
模
を
超
え
る
建
築
物
や
工

作
物
を
新
築
、
増
築
な
ど
を
す
る

場
合
、
市
役
所
へ
届
出
し
て
い
た

　　 行為の種類 行為の規模

建築物
① 新築・増築・改築・移転 床面積：20㎡超

高さ：13ｍ超
② 外観の変更、もしくは模様替えま
　たは色彩の変更 変更面積：25㎡超

工作物

新設、増築、改築、
もしくは移転、外観
を変更することとな
る修繕もしくは模様
替えまたは色彩の変
更

③ プラント類、
自動車車庫（建
築物とならない
機械式駐車装
置）、貯蔵施設
類、処理施設類

築造面積：20㎡超

④ 電気供給施
設・通信等施設

高さ：8ｍ超
築造面積：20㎡超

⑤ ③④以外の
工作物 高さ：5ｍ超

⑥ ①から⑤までの建築物または工作物の外観に
公衆の目を引くための形態・色彩・その他意匠 面積：3㎡超

⑦ 土石の採取または鉱物の掘採
面積：300㎡超
生じる法面・擁壁の
高さ：1.5 ｍ超

⑧ 土地の形質の変更
面積：300㎡超
生じる法面・擁壁の
高さ：1.5 ｍ超

⑨ 屋外における物件の堆積 高さ：3ｍ超
面積：100㎡超

飯
山
市
全
域
（
景
観
計
画
区
域
）

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
飯
山
市
景
観
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
24
年
か
ら
策
定

委
員
会
や
市
民
説
明
会
な
ど
で

意
見
を
お
聞
き
し
内
容
の
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
ま
で
は
、
長
野
県
の

景
観
育
成
計
画
に
基
づ
き
届
出
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

■
届
出
の
対
象
に
な
る
行
為

　

景
観
へ
の
影
響
が
大
き
い
一
定

規
模
以
上
の
行
為
は
景
観
法
に
基

づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

■
対
象
と
な
る
行
為
の
届
け
出
か

ら
着
手
の
流
れ

建築物や工作物等の計画

適合通知

行為の着手

勧告・変更命令

行為の届出

風景アドバイザー事前相談

氏名の公表 等

景観審議会 等
適
合

不適合 意見等

助言等

必要に応じて

着
手
前
30
日
以
上
前
に
届
出

　

建
築
物
や
工
作
物
の
新
築
、
増

築
な
ど
を
す
る
際
の
届
出
は
、
行

為
の
着
手
30
日
以
上
前
に
、
市
へ

届
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
審

査
に
よ
る
適
合
日
以
降
は
着
手
が

可
能
で
す
。

　

具
体
的
な
計
画
を
立
て
る
前

に
、
構
想
や
企
画
段
階
で
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
景
観
計
画
や
届
出
制
度
の
お
問

い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
並
整
備

係
ま
で
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、

届
出
に
関
す
る
申
請
書
類
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

不
要
農
薬
の
回
収
を
実
施
し
ま
す

　

農
薬
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
法

律
で
そ
の
処
理
お
よ
び
取
り
扱
い

が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

回
収
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

「
回
収
申
込
書
兼
委
任
状
」
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

回
収
可
能
な
農
薬
、
回
収
料
金
の

一
覧
、回
収
申
込
書
兼
委
任
状
は
、

市
役
所
農
林
課
窓
口
、
各
営
農
セ

ン
タ
ー
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

【
回
収
申
込
書
兼
委
任
状
】

■
提
出
期
限　
９
月
26
日
㈮

■
提
出
先　
各
営
農
セ
ン
タ
ー
、

　
各
地
区
組
合
セ
ン
タ
ー

【
不
要
農
薬
の
回
収
】

■
日　
時　
10
月
18
日
㈯

　
　
　
　

  

午
前
９
時
〜
11
時

■
場　
所

　
基
幹
配
送
セ
ン
タ
ー
（
木
島
）

　
西
部
配
送
セ
ン
タ
ー
（
太
田
）

米・食味コンクール国際大会参加飯山市予選会
兼　飯山市米・食味コンクール

　「米・食味コンクール国際大会」（青森県田舎館村会場）へ向けての
飯山市予選会を開催します。飯山米の美味しさを全国にアピールでき
る絶好の機会です。併せて飯山市独自のコンクールも開催します。ご
出品をお待ちしています。

飯山市農業再生協議会（農林課内） ☎ 62-3111 内線 264
JA北信州みゆき 営農部 ☎ 62-5600

Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き 

営
農
資
材
課 

☎
62
６
０
１
０

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３

■出品資格　市内在住の個人または団体で、市内で収穫した平成 26
                  年産玄米であること。（白米の出品は不可）
■出品方法　米 2,500g と予選会申込書および本大会申込書を添えて
　　　　　　出品してください。
■出 品 料　2,500 円（本大会へ参加できない場合返却）
　　　　　　（4,000 円のところ市で 1,500 円補助）
　　　　　　受付時に発行する納付書により納付します。
■出 品 先　JA北信州みゆき中部・西部・東部の各支所営農課
■出品期間　10月 10日（金）～ 24日（金）
■審査基準　食味 85以上のものをそれぞれの本大会へ出品
■予選会結果　郵送にてお知らせするほか、市報でも公表


